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12. 温度感覚と温熱的快適感

温度に関係した感覚を考える場合，温度感覚

（temperature sensation）と温熱的快適感

（thermal comfort）の2種類をはっきり区別

する必要がある．温度感覚は，皮膚に加わる温

度刺激に対し「熱い」，「冷たい」と表現される

ような温度を評価する感覚である．一方，温熱

的快適感は「涼しい」，「暖かい」，「寒い」，「暑

い」などの言葉で表現されるもので，生体が置

かれている温熱条件の「快適さ」を表す感覚で

あり，後述のように単に皮膚温だけでなく身体

の温熱条件に強く依存する．

a. 温 度 感 覚

皮膚温度刺激により生じる感覚は温覚と冷覚

に分けられる．45℃以上の高温になると熱痛

を，また17℃以下の低温が続くと冷痛を感じ

る．さらに45℃以上の熱刺激で冷覚を生ずる

ことがあり，矛盾冷覚（paradoxical cold sen-

sation）と呼ばれる．温覚，冷覚とも一定の温

度に対する静的（static）な感覚と，温度の変

化によって生ずる動的（dynamic）な感覚に分

けることができる．

(1) 静的温度感覚 順応

皮膚温付近の温度で皮膚に持続的な加温，冷

却を加えても，温覚，冷覚は一過性に起こるの

みで順応が起こる．完全な順応の起こる（温度

感覚の全くなくなる）温度域をneutral zone

（無関帯）と呼ぶ．neutral zoneより上または

下の温度域では長時間一定温度であっても持続

的な温覚，冷覚を感ずる．例えば前腕の15

cm の温度刺激の場合，neutral zoneは30～

36℃である．初期皮膚温からの温度変化が大

きいほど順応に要する時間も大きい．また刺激

面積が大きいほど順応には長時間を要する．

(2) 動的温度感覚

動的な温度感覚の性質を調べるのによく用い

られる方法は，ある順応温度から一定の割合で

温度を上昇あるいは下降させて，温覚または冷

覚の生ずる閾値を求めるものである．そのよう

にして調べられた動的温度感覚は，基本的には

①温度変化の速度，②初期皮膚温，③刺激面

積の三つの因子に影響される．
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図1 深部体温の温熱的快適感と温度感覚に与える影響

（a）横軸の温度の水中に手を浸したときの温熱的快適感

（横軸），（b）同じ条件化での温度感覚．△：低体温時，

○：平常体温時，□：高体温時．


